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新潟市立山潟中学校 

租税教育実践レポート 

 

１ 単元名  「地方自治と私たち」東京書籍 ｐ１１０～ｐ１１７ 

 

２ 学  年  第３学年 

 

３ 単元の目標 

○住民自治を基本とする地方自治の考え方や仕組み、地方財政の仕組みについて資料を適切に読み取り、理

解できる。【知識及び技能】 

○地方自治について新潟市の特色や課題について調べ、多面的・多角的に考察し、自分の考えをまとめの活動

において表現できる。【思考力、判断力、表現力等】 

○身近な地方自治の仕組みや運営について意欲的に調べ、地域住民の一人として関わり方や課題について主

体的に追求できる。【学びに向かう力 、人間性等】 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・住民自治を基本とする地方自 

治の考え方や仕組み、地方財政 

の仕組みについて資料を適切に 

読み取り、理解している。 

・地方自治について新潟市の特 

色や課題について調べ、多面的・ 

多角的に考察し、自分の考えをま 

とめの活動において表現できる。 

・身近な地方自治の仕組みや運 

営について意欲的に調べ、地域 

住民の一人として関わり方や課 

題について主体的に追求してい 

る。 

 

５ 単元の指導計画（全５時間） 

時 学習のねらい（○）と主な活動内容（・） 
評   価 

知 思 態 評価規準（評価方法） 

１ ○地方自治はどのような考えに基づいて行われてい

るか、地方自治の理念を基に理解する。 

・新潟市総合計画2030から新潟市の政策を読み取

る。 

・新潟市長への手紙と各区長への手紙を紹介し、な

ぜこの取組が行われているかを考察する。 

○   ・新潟市の政策を読み取り、

文章にまとめ、市長への手紙

はなぜ実施されているかにつ

いて意見交換している。 

２ ○地方自治はどのような仕組みで行われているか、

国政との違いを理解する。 

・地方自治と国政の仕組みの図を比較し、違いを考

察する。 

・「新潟市ひまわりクラブ条例」を紹介し、地方自治は

身近なところで行われていることを確認する。 

○   ・地方自治と国政の違いや、

住民の直接請求権について、

文章で説明することができ

る。 
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３ ○地方公共団体にはどのような課題があるか、考察

する。 

・新潟市の歳入のグラフから、依存財源の割合が大き

いことを理解し、依存財源の割合が大きいことの問題

点について考察する。 

・財政が悪化している原因を考察する。 

 ○  ・地方公共団体は財政に問題

を抱えており、少子高齢化や

人口減少などが原因で自主

財源の割合が低いことを理解

できる。 

４ ○新潟市が自主財源を増やすための取組を調べ、班

で新潟市へのアドバイスを考察する。 

・各自が新潟市の取組を調べ、内容をまとめる。 

・各自がまとめた取組の中から、班で１つ選択したも

のに対して、アドバイスを考察する。 

 ○  ・新潟市の自主財源を増やす

ための取組を調べ、まとめの

活動で適切に表現できる。 

５ 

本

時 

○前時に作成した新潟市の自主財源を増やすため

の取組についての班のまとめを発表し、それに対して

のフィードバックを行うとともに、新潟市の財政につい

て主体的に考察する。 

・各班のまとめを発表する。 

・各班の発表に対してフィードバックを行い、新潟市の

財政を理解するとともに、主権者として意見をもつ。 

  ○ ・各班の発表を聞いて、新潟

市の財政に対して、主権者の

一人として意見をすることが

できる。 

 

６ 本時の授業展開（5時間目／全 5時間） 

(1) 本時のねらい 

前時に作成した新潟市の自主財源を増やすための取組についての班のまとめを発表し、それに対してのフィ

ードバックを行うとともに、新潟市の財政について主体的に考察する。 

 

(2) 本時の構想 

①各班のまとめを発表し、それに対してのフィードバックを行う 

 前時に作成した各班のまとめを大型テレビと iPad を用いて発表し、それに対して以下の項目でフィードバック

を行う。 

1. この取組を知っていたか 

2. 取組の内容はわかりやすかったか 

3. 取組に対するアドバイスは適切だったか 

4. 今後もこの取組は自主財源を増やすために効果的か 

  この結果をすぐに生徒と共有し、発表者が自己の振り返りに活かすとともに、聞き手の生徒も主体的に発表を

聞くことができるようにする。 

②振り返りの材料として、今後の新潟市の財政の見込みを資料として提示する。 

新潟市より示されている 2028年度の歳入の見込みを紹介し、歳入が 4,278億円であることに対し、市税は

1,415億円であることを示す。これは 2024年度の歳入 4,068億円に対し、市税は 1,322億円であったこと

に比べ、市税（自主財源）の額は増えているが、依然として全体に占める自主財源の割合は低く、今後も工夫し

ていかなければ、新潟市の財政はいずれ立ち行かなくなることを説明する。 

（新潟市ＨＰ：「新潟市総合計画 2030」より引用） 
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(3) 本時の展開 

学習活動 教師の働き掛けと予想される児童生徒の反

応 

■評価規準（観点／方法）・○留

意点 

  導入   

1 前時までの学習を振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  発表の説明を行う。 

 

 

T１ 地方公共団体にはどのような課題があ

ったでしょうか。 

S１ 少子高齢化が進んでいる。 

S２ 自主財源が少ないこと。 

T２ さまざまな課題がある中で、皆さんには

自主財源が少ないこと。また自主財源が少

ないことによる問題点を説明しました。 

S3 地方公共団体によるサービスなどが続

けられなくなる。 

T3 将来的にはそのような問題が起こる場

合がありますね。そこで今日は前回の授業

で班ごとに作成した「新潟市の取組」を発

表してもらいます。 

T４ 発表を聞く人は各班の発表に対して 4

つの項目でフィードバックを行います。項目

を示すので意識しながら聞いてください。ま

た学習課題は前時のものを引き続き使いま

す。 

 

 

 

 

◯前時までの振り返りはテンポよ

く行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯リンクから Google フォーム                  

のアンケートを開かせ、項目を

確認させる。 

  展開   

3  発表開始。 

 

 

4 発表についてのフィード

バック。 

 

 

 

 

5 新潟市の財政の見込

みを紹介する。 

 

 

 

S４ 最初は 1 班の発表です。1 班お願いし

ます。 

S５ 1 班です。これから発表を行います。こ

れで発表を終わります。 

S6 今の発表のフィードバックを Google フ

ォームで回答してください。 

 

以下 6班の発表まで進めていく 

 

 

T5 各班の発表お疲れ様でした。どの班も

新潟市の取組とそれに対するアドバイスを

上手くまとめていたと思います。ここで各班

へのフィードバックをお伝えします。この後の

振り返りの参考にしてください。 

◯発表の司会は社会科教科係

が行う。原稿は教師が準備す

る。 

 

◯発表の内容は大型 TV と各生

徒の iPad に表示させ、資料が

見えない生徒が出ないように

する。 

 

 

◯Google フォームの結果を生徒

に伝える。 

 

 

 

新潟市が自主財源を増やすには

どうしたらよいか。 
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６ まとめを行う。 

T６ 新潟市より示されている 2028年度の

歳入の見込みは4,278億円で、そのうち市

税は 1,415 億円です。これは 2024 年度

の歳入 4,068億円に対し、市税が 1,322

億円であったことに比べると、市税の額は増

えていますが、依然として全体に占める自主

財源の割合は低いです。このままの状況が

続いていくとどうなってしまうでしょうか。 

S７ 地方自治が続けられなくなる。 

S8 学校がなくなる。 

T7 みなさんの身の回りにも影響が出そう

ですね。 

T8 では前時の学習を含めてまとめをしま

す。自主財源を増やすために具体的にはど

うすればいいでしょうか。。 

S9 ふるさと納税。 

S11ネーミングライツの販売。   

 

 

 

 

◯大型 TVに比較資料を映す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  終末   

7 振り返りを行う。 

T10 最後に振り返りを行います。ここまで

の学習を振り返り、学んだことや新潟市が

今後取り組むべきことをロイロノートの振り

返りアンケートに回答してください。 

  主体的に学習に取り組む態

度 

A  新潟市が取り組むべきことを

2つ以上記述している。 

B  新潟市が取り組むべきことを

1つ記述している。 

 

(4) 評価 

A    新潟市が取り組むべきことを 2つ以上記述している。 

B    新潟市が取り組むべきことを 1つ記述している。 

 

７ 成果と課題 

成果 

単元開始時には地方自治に興味がないと答える生徒が多かったが、身近な話題を取り上げることで、徐々に

興味を引き出すことができたように感じる。また、本発表のテーマである「租税教育」については、生徒が想像す

るよりも多額の税金が１年間で動いていることや、現状のままでは、地方財政が立ち行かなくなることなどを伝え

たことで、自分ごととして新潟市の財政について考え、まとめることができた。 

 

 

ふるさと納税やネーミングライ

ツを販売するなど工夫した取り

組みをするとよい。 
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課題 

  新潟市が行っている政策を調べたが、調べる時間が足りず政策に対する理解が浅い生徒もいた。また、今回

は自主財源に重きを置き授業を構成したが、依存財源の存在意義や、地方債についてのより深い説明などを行

い、歳入全体に対する学習を行うことも必要だった。 

 はじめに税制度に関する全般的な授業をした後に、本授業を展開するとまた違った結果になったかもしれない

と感じる。 

 

８ 参考文献・資料 

・中学校学習指導要領解説 社会編 平成 29年 7月 文部科学省 

・新しい社会 公民 東京書籍 

・2024新潟市財政見通し 

https://www.city.niigata.lg.jp/shisei/zaimu/zaisei/yosankessan/yosanhensei/r06yosanhense

i/r6yosanhensei.files/R6zaiseimitoshi.pdf 


